
１．はじめに

秘書室システム�Olive�は、会社役員の秘書業務に特

化したグループウェアであり、お客様から好評をいただい

ているロングラン製品である。しかし、発売以来７年あま

りが経ち、その間には、IT革新やインターネットの普及

など、Olive システムを取り巻く環境が大きく変化してき

た。

そこで、この変化に対応するべく、Olive は１９９９年１１月

に新バージョン（Ver．３．０）をリリースした。

本稿では、この�Olive Ver．３．０�（以降、Olive３．０）の

特徴と機能を紹介する。

２．バージョンアップにおける開発のコンセプト

Olive３．０は、最新 ITに対応することと、既存ユーザー

の要望をフィードバックし、より多角的な支援機能を組み

込むことに主眼を置いて開発を行った。その結果、機能拡

充と操作性、拡張性、サポートの容易性の向上を実現し、

さらにスムーズ、かつセイフティな秘書業務の遂行を可能

にした。

２．１ 最新技術への対応

Olive３．０の推奨稼働環境は次の通りである。システム構

成を図１に示す。

・サ ー バ ー CPU : Pentium Pro２００MHz以上

NOS : WindowsNT４．０

インストール時に必要なHDD容量：

約１GB

・クライアント CPU : Pentium１３３MHz以上

OS : WindowsNT４．０Workstation 、

Windows９５／９８

・データベース Oracle８Enterprise Edition、

Oracle８Workgroup Server、

SQL Server７．０

� WindowsNT環境に正式対応

クライアント PCでもWindowsNT４．０を正式にサポー

トし、今後はWindows２０００にも対応予定である。また、

開発言語はVisual Basic の最新版Ver．６．０を採用した。

� Web対応

Webでのスケジュール検索機能を追加した。さらに、

将来的にはすべての機能をWeb対応とする予定である。

� GroupWare との連携

デファクト・スタンダードなグループウェアとの連携が

可能となり、Olive３．０では LotusNotes との連携が可能と

なった。Microsoft Exchange については検証中である。

� SQLServer のサポート

前のバージョンではデータベースはOracle のみのサ

ポートであったが、Olive３．０より SQLServer も対応可能

とした。

� Terminal Server（Thin Client）での稼動対応

クライアント PCに負荷のかからないシステム環境を実

現し、低いスペックの PCでもストレスなく稼動できる。

PCはWindows エミュレータとして動作するので、メモ

リー増設等は不要である。また、クライアントとサーバー

を接続するツールとしてMetaFrame を採用した。

２．２ 将来の拡張を考慮した設計

� 容易なモジュールの追加

Olive３．０では、各機能が独立した１１のモジュールとして
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ｻーﾊﾞー推奨ｽﾍﾟｯｸ 
•CPU Pentium Pro 200Mhz以上 
•NOS Windows NT4.0 Server
•ﾒﾓﾘ 128MB以上 
•ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ Oracle8 Enteprise Edition

Oracle8 WorkGroup Server
SQL Server 7.0 

•ﾃﾞｨｽｸ容量 1GB以上 

ｸﾗｲｱﾝﾄ推奨ｽﾍﾟｯｸ 

•CPU Pentium 166Mhz 以上 

•OS 日本語版 Windows 95／98

Windows NT4.0 Workstation

•ﾒﾓﾘ 32MB以上 

•ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 800×600ﾄﾞｯﾄ（SVGA以上） 

•ﾃﾞｨｽｸ容量 30MB以上 

Windows NT Server •Oracle 8

•SQL Server 7.0　 

•デスクトップパソコン 

•Windows 95／98

•Windows NT Workstation

•ノートパソコン 

•Windows 95／98
•プリンタ 

コンポーネント化され、今後の新たな機能拡充によるモ

ジュール追加も容易に行える。

� バージョンアップを意識した設計

バージョンアップを容易に実施できるよう考慮した仕様

設計を行った。サーバーやデータベースの分散配置にも対

応し、バージョンアップ等を容易に実現できる。

２．３ サポート工数の削減

� 開発支援ツールを用いた開発

プログラムソースの管理が容易なHot Document（セン

トラルコンピュータサービス社製）を採用した。これによ

り、プログラムと仕様書の矛盾が発生しないため、プログ

ラム管理の工数を削減できた。

� プログラムの自動配信機能の提供

バグ等の対応プログラムを自動的に配信できる機能を提

供している。

３．旧Version からの主な改善点と機能追加

３．１ セキュリティの強化

� スケジュールのセキュリティ

スケジュール情報のアクセス権限を利用者に応じて、秘

書（利用者）と役員（管理対象者）間の１対１で、簡易か

ら強固まで６段階のセキュリティレベルが設定できる。こ

れにより、きめ細かなスケジュール公開／非公開の設定が

可能となった。

� 個人情報のセキュリティ

個人情報の非公開機能を追加し、相手先の情報ごとにセ

キュリティの設定をかけることが可能となった。

３．２ 慶弔贈答管理の全面改定による機能強化

今までの役員のスケジュールを主とした管理ではなく、

慶事／弔事に伴う具体的なイベント、および対象となる相

手先からの管理機能を追加した。さらに、電報、贈答品な

どの各種手配状況の管理機能も追加した。

３．３ コミュニケーション機能の搭載

利用者間の簡易コミュニケーションを実現する、メッ

セージ配信や掲示板の機能を新たに搭載した。また、利用

者同士で柔軟に使用方法を決められ簡単に利用・参照でき

る掲示板機能を提供する。

３．４ モジュールのコンポーネント化

各機能モジュールが独立した１１のコンポーネントからな

る。これにより、ユーザーが利用する機能を自由に選択で

き、メニュー表示を変更するなど、組織や業務に適したカ

スタマイズを容易に実施できる。また、新規モジュールの

追加も容易である。モジュール構成は次の通り。

・モジュール構成：スケジュール管理、個人情報管理、

印刷書式設定、会議室管理、慶弔・贈答管理、配車管

理、接待場所管理、入室管理、To Do リスト、来訪

者管理、Olive メール機能

図１ システム構成
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スケジュール管理 個人情報管理 慶弔贈答管理 

会議室管理 配車管理 来訪者管理 

接待場所管理 印刷書式設定 ToDoリスト 

３．５ デザインの刷新と操作性の向上

� デザインの刷新

ユーザー要望を大幅に取り入れ、各機能のメニュー画面

のデザインやボタン配置を見直して、ユーザー・インタ

フェースを各段に向上した。

� 操作性の向上

操作性に配慮したボタン配置とし、さらに画面を拡大し

て見やすくし、デザインも改善した。

� 納品物の改善

Olive３．０より提供媒体のCD-ROM化、およびマニュア

ル等のビジュアル化を図った。特にマニュアルについては、

ユーザー手引き書として、必要な情報をすぐに見付けられ

るようにインデックス付けをし、視覚優先で読み進められ

るように配慮した。

３．６ 外部モジュールとの連携強化

� 個人情報データの交換

外部アプリケーション（筆まめ等の住所録ソフト）との

データ交換を可能とするためCSV形式のファイルを入出

力できるようにした。

� スケジュール情報

LotusNotes のスケジュール管理機能との連携が可能と

なった。Olive へ登録したスケジュールデータを Lotus-

Notes スケジュールへ自動的にエクスポートできる。

３．７ その他

期間スケジュール機能を提供し、１つの登録スケジュー

ルに対して、内訳となる詳細なスケジュールを親子関係で

登録が可能となった。

４．Olive のシステム概要

４．１ システムの体系

Olive では、役員の活動をサポートするために必要な情

報を体系化して管理することで、日々の情報の蓄積・利用、

および共有化を強力に支援する。Olive の基本システム体

系を図２に示す。

４．２ システムの概念

Olive では、スケジュール管理機能を中心として、次の

各機能が効率的に連携して動作する環境を構築している。

・顧客情報、面談履歴との連携

・会議室／応接室、社有車の手配

・接待場所の情報参照

・慶事／弔事／贈答品の管理、情報連携

・来客の管理

５．Olive の機能詳細

５．１ セキュリティの設定

スケジュール情報のアクセス権限（セキュリティ）を利

用者に応じて、秘書（利用者）と役員（管理対象者）間の

１対１で、６段階の設定が可能である。Olive３．０のセキュ

リティレベルを表１に示す。

５．２ スケジュール管理

管理画面上のグラフの色分けにより、スケジュールの種

別が容易に認識でき、本登録されたスケジュールと、仮登

録されたスケジュールを一別できる。スケジュールの内容

は、マウスポインタをグラフに近づけるだけでポップアッ

プ・ウィンドウが表示されて参照でき、さまざまな形式の

出力リストでアウトプットが可能である。

また、出張などの長期にわたるスケジュールを一括で登

録できる期間スケジュール機能を提供する。スケジュール

管理画面を図３に示す。

図２ 基本システム体系

表１ セキュリティレベル

レベル１ 役員スケジュールの登録／参照が行える。

レベル２ 役員スケジュールの登録／参照が行える。（但し登録は仮登録のみ）

レベル３ 役員スケジュールの参照のみが行える。

レベル４ 役員スケジュールの設定された項目のみの参照が行える。

レベル５ 役員スケジュールの設定された項目のみの参照が行える。

ブランク 役員はスケジュール管理内に表示されなくなる。（登録／参照は行えない）
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５．３ 個人情報管理

お客様のお名前、勤務先、兼務先、自宅に関する情報を

管理でき、役員がお客様情報を効率的に共有できる。

また、関連する喪中期間や逝去日の管理、年賀状、お中

元、お歳暮等の送付／受領履歴も管理でき、お客様の情報

ごとにセキュリティを付加できる。個人情報管理の画面を

図４に示す。

５．４ 慶弔贈答管理

慶事、弔事、贈答の各項目を同一画面で管理することが

でき、スケジュールや個人情報管理とリンクすることで、

さらに細かい検索が可能である。慶弔贈答管理の画面を図

５に示す。

５．５ 接待場所管理

接待に利用する、さまざまな場所の情報を管理でき、イ

メージ画像の取り込みも可能である。

また、スケジュール登録と連動しているため、利用履歴

を蓄積することも可能である。

図３ スケジュール管理の画面

図４ 個人情報管理の画面
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５．６ 会議室管理

会議室、応接室の予約状況、および使用状況をスケジュー

ル管理画面と同様のイメージで確認できる。役員のスケ

ジュールと連動して会議室の予約を行なうことができ、さ

らに来訪者管理に連動して来訪者の登録まで行える。

５．７ 来訪者管理

来訪予定者、および現時点での来訪者の状況を把握する

ことができるため、リアルタイムで効率的な対応が可能で

ある。スケジュール管理、会議室管理からの登録が可能で

ある。

５．８ 配車管理

スケジュールと連動した配車が可能となり、ドライバー

のスケジュールを効率的に管理できる。各拠点ごとに関連

した役員のスケジュール参照することが可能である。

５．９ To Doリスト

役員と秘書、または秘書間の業務指示や確認事項などの

記録と進捗状況をTo Do リストとして管理できる。

５．１０ 印刷書式設定

個人情報管理、接待場所管理、慶弔／贈答管理、入室管

理から出力する帳票の印刷書式を容易に設定でき、帳票を

自由に作成することが可能である。

５．１１ Olive メール

Olive 利用者間で、メールや掲示板を使用したメッセー

ジの送受信が可能となる。Olive メールの画面を図６に示

す。

図５ 慶弔贈答管理の画面
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６．ユーザー一覧

２０００年４月現在、Olive の導入ユーザーは３１社である。

主要導入顧客の一覧を表２に示す。

７．おわりに

今後の強化予定としては、Web化等による最新の IT環

境への対応を実現し、この分野でのデファクト・スタン

ダード・ソフトとしての地位を確立することである。

また当社の重点戦略である、バリューチェーン・ビジネ

スの展開が図れる顧客への浸透へ、積極的に対応して行き

たい。Olive の今後にご期待いただきたい。

図６ Olive メールの画面

表２ 主要導入顧客の一覧（２０００年４月現在）

�山之内製薬株式会社
�武田薬品工業株式会社
�中外製薬株式会社
�第一製薬株式会社
�KDD
�日本精工株式会社
�旭硝子株式会社
�サッポロビール株式会社
�三井金属鉱業株式会社
�住友林業株式会社
�カシオ計算機株式会社
�大成建設株式会社
�株式会社読売広告社
�富士通株式会社
�理想科学工業株式会社
�沖縄電力
�三井不動産株式会社

�安田火災海上保険株式会社
�大東京火災海上保険株式会社
�住友信託銀行
�中央三井信託銀行
�千葉銀行
�武蔵野銀行
�広島銀行
�アコム株式会社
�いすゞ自動車株式会社
�三菱自動車工業株式会社
�東京急行電鉄株式会社
�川崎汽船株式会社
�株式会社商船三井
�石川島播磨重工業株式会社

（順不同）
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